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活 動 地 域  

● 活動地域の概要 

対象地域は、五城目町でも山間地域の内川地区の浅見内という集落であります。 

人口337人 世帯数121世帯 

高齢者率 45.4％ 

人口の推移 

昭和60年 617人 ・ 平成7年 493人 ・ 平成12年 446人 ・ 平成17年 383人 

   
   【位置図】      500年の伝統を誇る朝市          モデル地区の浅見内町内 

● 活動地域の課題 

 都市と地方の格差進行により、限界集落又はそれに近い集落が激増している。本町も、秋田県にあり例外では

ない。消費弱者・交通弱者・通院弱者、他全ての生活弱者の地方での進行は待った無しの状況になっている。対

応は、次の社会を支えなければならない私たち日本人全員と、行政の責任と考えなければならない。 
  

● 活動の内容 

（全体） 

 国交省の事業後、本年度は、秋田県の事業委託を受け、本「新たな公」によるコミュニティ創生事業を 

行った五城目「まちコミュニティ創生・ふるさと元気再生協議会」は、秋田県の委託（事業主体は㈱あった

か五城目）を受け高齢者支援地域モデル実践事業を現在行っている。 

（直近１年間の進捗など） 

 国交省の地方再生事業の縮小を受け、地方の現場では、県や町へ働きかけ、限界集落などの地域弱者の 

居住の劣悪性の歯止めなどに全力を傾ける努力をしている所が少くないと思える。 

 是非、国レベルでの再考をお願いしたいと思う。 



 
●  

・全体 

（活動の成果、地域内での反響・効果及び周辺への波及効果等について記入） 

 現在、五城目町の創生ボランティアは、県の委託を受け、限界集落（内川・ 

浅見内地区）に対し、将来の高齢者集落対策として①無料バスの運行・アン 

ケートの実施 ②中心商店街からの移動販売・高齢者との交流会と健康 

相談の実施 ③アルバイト2名による、御用聞き、配達等の実施を行い 

大好評を得ている。                           無料バスでの送迎風景 

 本協議会と受託者㈱あったか五城目は、この 

結果を通じて将来の高齢者集落対策としての買 

物支援や交通確保対策について検討するもので 

ある。 

 他の近隣町村の動きは鈍い。 

 

 

 

 

                           交流会での民謡発表会の風景 

・直近１年間の成果など 

（活動の状況、地域内での反響・効果及び周辺への波及効果等について記入） 

近隣町村の動きが鈍いのは、隣町の井川町は路線バスが廃止になり、すでに 

無料バスの運行が行われている事、他の町村は国道沿いにあり、路線バスの 

廃止の予定がない事などである。 

今回の事業は特に五城目町は面積が広く山村地域が多く地域の人々の期待が、 

大きくバスが満席になる事がある程で、遠慮がちな秋田（五城目）の人達にも   協議会の風景 

要望の重要性が浸透して来ている。                      

 

 

 

     

 

 

健康相談の風景   商店会の移動販売の風景 

● 今後の課題及び展望 

・課題（活動を通して発見された課題等を記入） 

 財政が厳しいなら、仕方がない、自分が我慢すればいいなどの遠慮が意外と根強いと感じたが、それは 

地域を崩壊させる事につながる可能性がある。是非意見を自由に主張してほしいと思っている。 

 

 

 

・展望（今後の取組みや検討について記入） 

 国や県の縦機構の壁が実現につながりにくい原点かと思う、実施主体を10分1にしても、数年延ばして

も全員で成果に結びつけるという決意が必要である。今のままでは、バラマキ補助のそしりをまぬかれない。

 

 
● その他（自由記述） 

 ボランティアの人々は、本当によくやっている。自費で情報交換を行い、人件費も無い、このままでは、

受託主体が減っていくと思う。 
 

 


